
 

 

 

 

 

 

令和 ７年 １１月 

 朝晩は冷え込むようになり、秋も深まってきました。寒くなってくると気をつけたいのが風邪やインフルエン

ザ、ノロウイルスなどです。ご家庭でもうがいや手洗い方法を再確認してみてください。 

 

 

 

えのきたけ かぶ かぼちゃ  

さつまいも 里芋 大根 れんこん 

柿 りんご 鮭 鯖 など                        

オランダ版おふくろの味！ 

エルテンスープ  
 

材料（４人分） 

冷凍グリンピース…７０ｇ 
じゃがいも…M サイス２個 
玉ねぎ…小サイズ１個 
人参…１/２本 
セロリ…２/３本 
ベーコン…３～４枚 
コンソメ…８ｇ 
豆乳…１５０ｍｌ 
塩…適宜 

作り方  
＜下準備＞ 
・冷凍グリンピースは茹でてつぶしておく。(ミキサーなどにかける) 
・じゃがいも・玉ねぎ・人参・セロリは１ｃｍ角、ベーコンは短冊切
にする 

① 鍋にじゃがいも・人参・ひたひたの水を入れて火にかける。 
② 沸騰したら玉ねぎ・セロリ・ベーコンを加えてじゃがいもが煮溶け

るくらい煮る。 
③ ②に潰したグリンピース・コンソメ・豆乳を加えて煮る。（水分量が

足りないようなら加える） 
④ 塩で味を調える。 

※豆や野菜が煮崩れるほどしっかり煮込んだスープです。 

「世界の料理」として、保育園では 

１１月１９日（水）の給食で提供しま

す。 

七五三のお祝い  
11 月 15 日の七五三は、子どもの健や

かな成長を祝う行事です。男の子は５歳

（３歳で祝うことも）、女の子は３歳と

７歳でお祝いをします。昔は衛生環境が

悪く、子どもの成長は現在以上に貴重

で、喜ばしいことでした。 

また、七五三に食べる千歳飴には、

「健康で長生きできますように」という

願いが込められており、飴の色も縁起が

よい紅白です。当日はお赤飯を炊いた

り、お祝いの食事を食べるご家庭もある

ようです。 

七五三やお祭り、お祝い事などの吉事に赤飯

を炊く風習は、今では一般的になりました。昔

は、赤色には邪気をはらう効果があると信じら

れ、凶事に赤飯を炊いて食べていたものが、反

転したという説があります。味付けには地方性

があり、北海道では甘納豆を加えたり、東北地

方ではザラメ、砂糖などを加えて甘くしたりし

ます。 

また、関東では、小豆は腹が破れやすいこと

から縁起が悪いとして、ささげを用いること

も。今年の七五三には、そんな話をしながら、

お子さんといっしょに赤飯を炊いてみてはど

うですか。 

うがいは、水道水より緑茶や食塩水で行う方が効果的

です。特に緑茶は、カテキン成分による殺菌作用が強く、

かぜの予防効果が高いといわれています。上手なうがい

の仕方は、頭を後ろにそらし、口を大きく開けて「ガラ

ガラ」と音を立てます。これを２～３回繰り返します。

手洗いは、せっけんを泡立て、手の甲、指の間、爪、手

首の順にていねいに洗い、水でよく流します。最後は、

清潔なタオルでパンパンとたたくように水気を拭きま

しょう。また、爪が長いと、ばい菌が残る原因になりま

す。普段から短く切っておくことが大切です。 


